
地

.球
第

二
十
巷

第
四
哉

昭

和

八-

月

一
-

党
琶
湖
西
方
の
青
琵
琶
湖
暦

(
閲
版
第
四
版
簾
五
版
付
)

池

蓮

展

生

鰭

言

観
東
平
脱
を
代
表
的
悲
運
地
と
す
る
源
成
洪
積
暦
に
銅
す
る
我
等
の
知
識
は
最
近
著
し
-
進
め
ら
れ
ね
に
此
L
t

近
畿
地
方
の
丘
陵
地
､
山
麓
地
域
等
に
鹿
汎
ほ
分
布
し
て
居
る
湖
成
並
に
河
戊
の
そ
れ
は
封
す
る
暦
序
聾
的
､
宙
生

物
聾
的
､
並
に
古
拙
排
撃
的
の
L研
究
は
礎
衷
n
れ
ね
も
の
が
甚
だ
少
な

い
｡
小
川
博
士
の
奄
歯
炎
亜
炭
暦
に
朗
す
る

研
究
､
中
村
北
鐘
の
近
畿
洪
積
層
に
闘
す
る
概
括
的
記
述
'
横
山
先
生
の
大
和
の
洪
積
層
に
闘
す
る
記
述
が
そ
の
童

在
る
も
の
で
あ
少
'
最
近
に
は
三
木
聾
士
に
ょ
つ
て
山
城
盆
地
の
洪
鵜
骨
植
物
群
に
闘
す
る
研
究
が
聴
衆
n
れ
ね
｡

近
畿
洪
和
暦
､
特
に
瀬
戸
肘
海
地
方
の
そ
れ
は

E
tephas,S
tego
d
on

等
の
菌
糸
化
石
む
含
む
乙
と
多
く
､
そ
れ

等
ほ
別
し
て
は
松
本
博
士
'
横
山
先
生
の
論
文
が
あ
る
が
､
残
念
夜
番
に
は
此
等
の
多
-
は
そ
の
化
石
戊
の
暦
準
が

明
か
に
n
れ
て
居
を

い
｡

邦
琶
棚
西
方
の
古
托
:B
湖
暦

二

四
二
)

l臣
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地

球

節

二
十
客

筋
四
班

毒
1

ニ

現
在
の
麗
琶
湖
を
め
ぐ
っ
て
海
抜
三
百
米
以
下
(
湖
両
は
八
五
米
で
あ
る
)
の
丘
陵
に
は
下
部
は
粘
土
及
砂
よ
与
､

上
部
は
主
と
し
て
砂
利
よ
-
成
る

一
群
の
鼎
暦
が
あ
る
｡
此
に
勤
し
で
嘗
て
中
村
先
生
は
此
む
せ
琵
琶
湖
層
と
名
付

け
ら
れ
た
｡
本
巣
骨
か
ら
は
滋
賀
郡
伊
香
立
付
龍
雄
産
と
し
て

Stegodon
ori
entatis
Oven,B
u
f
felus
sp
.
が

報
ぜ
ら
れ
'
犬
上
郡
久
徳
か
ら
は

E
le

phast
r

og
o
n
th
e
ri
P
o
htig
が
知
ら
れ

､又
宙
-
は
野
洲
､
滞
生
南
部
の

境
銀
山
附
近
よ
-
も
懲
象
化
石
が
報
ぜ
ら
れ
て
居
る
｡

1
方
､
同
粘
土
層
は
各
地
よ
少
淡
水
月
及
び
植
物
化
石
を
産

し
淡
水
月
に
関
し
て
は
横
.川
博
士
'
黒
m
先
生
の
報
告
が
あ
る
｡

宙
耳
琶
湖
暦
の
標
式
的
敬
連
地
は
湖
西
に
於
tJ
は
滋
賀
那
下
で
'あ
り
､
湖
南
に
於
て
は
甲
賀
郡
及
滞
生
郡
の
地
方

で
あ
る
｡
筆
者
は
昨
年
中
村
先
生
の
御
物
に
よ
っ
て
投
袈
郡
下
の
古
党
営
湖
骨
の
調
査
を
行
ふ
強
食
を
禅
カ
｡
玄
l

そ
の
開
窓
結
果
の
概
要
を
報
骨
し
､
譜
先
生
の
御
叱
正
を
仰
ぎ
た
い
と
息
ふ
｡

本
科
を
草
す
る
に
常
-

､
終
始
御
指
番
下
さ
れ

t
X
本
桐
を
御
臨
場
き
れ
た
小
村
先
生
を
始
め
'
横
山
'
放
下
､
竹
山
の
祈
允
雪

月
化
石
の
研
究
に

解
っ
て
純
々
榊
指
串
さ
れ
た
熊
川
先
生
に
快
-
謝
･I;..j
を
袈
す
る
次
餌
で
あ
る
｡

地
形
及
地
質
の
概
要

溢
賀
郡
下
の
洪
積
暦
よ
少
成
る
丘
陵
を
便
宜
上
段
賀
丘
陵
と
暇
称
す
る
｡
該
丘
陵
は
辻
村
助
教
授
の
此
良
山
断
暦

毘
及
比
叡
山
断
層
崖
に
よ
っ
て
西
方
の
満
期
岩
地
'
即
ち
比
良
比
叡
の
山
地
に
接
し
､
東
は
堅
田
断
簡
崖
(
後
述
)
に

ょ
っ
て
湖
岸
沖
和
地
に
没
し
略
々
紡
錐
形
hTL蓋

し
で
居
る
｡
協
賀
丘
陵
は
北
方
比
良
山
下
の
扇
状
地
堆
稀
物
は
覆
ほ

㍗

れ
た
地
域
で
は
､
腕
枕
四

〇
〇
米
に
達
す
る
が
'
表
面
が
洪
積
暦
よ
.-
成
る
地
域
は
あ
っ
て
は
(
山
地
は
接
す
る
部



分
も
三
〇
〇
光
以
下
で
あ
る
｡
末
端
に
於
で
は

1
五
〇
米
内
外
で
､
丘
陵
は
急
斜
両
を
以
て
坤
接
地
に
接
す
る
｡

比
良
山
脈
､
比
叡
山
脈
の
山
頂
部
に
は
可
を
-
明
瞭
夜
準
平
原
造
物
が
存
在
す
る
O
そ
の
高
度
は
比
良
山
脈
に
於

て
約

二

〇
〇
米
比
叡
山
は
於
で
は
約
六
-
七
〇
〇
米
で
あ
る
｡
比
良
山
断
層
崖
及
此
叡
山
断
層
崖
は
洪
積
世
前
の

生
成
に
か
～
-,ht
現
在
著
し
-
開
析
さ
れ
､
末
端
両
の
明
瞭
在
る
79
の
は
認
め
ら
れ
覆

い
L
t･
断
層
崖
の
位
置
も
飴

程
後
退
し
て
居
る
乙
と
は
地
質
間
と
地
形
間
を
封
照
し
て
見
れ
ば
明
か
で
あ
る
｡
滋
賀
丘
陵
の
北
及
南
に
は
断
層
崖

下
に
合
流
扇
状
地

(C

onft
uent
fan
)
が
布
衣
L
t
特
に
北
な
る
比
良
山
下
の
も
の
は
明
瞭
で
あ
ヵ
､
そ
の

1
割
は

和
越
川
以
北
の
丘
陵
上
を
蔽

以
'
急
崖
を
以
て
丘
陵
の
洪
積
暦
地
に
接
す
｡

丘
陵
の
面
は
和
適
川
'
最
野
川
､
天
細
川
､
雄
琴
川
､
大
正
寺
川
の
必
寵
川
及
其
の
支
流
に
よ
っ
て
'
そ
の
東
平

部
は
可
夜
-
深
-
開
析
さ
れ
､
谷
壁
に
は
下
部
の
南
庄
粘
土
層
を
露
出
せ
し
め
て
居
る
が
'
そ
の
酉
年
部
即
ち
伊
香

立
破
骨
の
筒
域
で
は
閉
折
の
濃
度
が
著
し
-
衣
-
､
蛮
き
扇
状
地
の
卒
場
面
を
残
し
て
居
る
｡

和
適
川
及
異
野
川
の
沿
岸
'
特
に
そ
の
北
岸
に
は
二
段
の
河
岸
段
丘
あ
わ
､
雄
琴
川
は
を
の
北
岸
に

1
段
の
段
丘

を
'
天
柳
川
は
散
在
せ
る

一
段
の
小
段
丘
を
有
し
て
居
る
が
'
何
れ
も
段
丘
砂
塵
暦
は

一
束
内
外
の
犀
n
で
'
段
丘

崖
に
は
南
庄
粘
土
層
が
爵
-
現
れ
て
居
る
｡
段
丘
の
分
布
が
下
流
地
域
に
の
み
限
ら
れ
て
居
て
'
上
流
に
は
坤
横
地

が
可
な
-
よ
-
凝
達
し
で
ゐ
る
乙
と
は
注
意
さ
れ
ぬ
ば
怒
ら
恥
｡

次
に
本
地
域
の
地
質
の
摘
要
を
述
べ
よ
う
.
洪
積
層
の
基
底
と
老
少
又
そ
の
沈
積
の
材
料
を
供
給
し
た
の
は
､
比

良
'
比
叡
の
嘗
地
を
形
成
す
る
古
生
暦
及
花
尚
岩
で
あ
る
｡
古
生
暦
は
砂
岩
皮
質
岩
よ
か
成
多
角
岩
は
ほ
と
ん
ど
見

督
ら
ぬ
｡
異
野
村
蔓
陀
兼
山
(
.1
八
四
米

1
)
及
和
親
村
の
筒
崖
寺
山
(
一
入
三
光
九
)
は
菅
生
骨
の
島
が
洪
積
暦
よ
-

環
琶

湖
西
ガ
の
古
雅

;a
湖
犀

二

望

三

)



地

球

節
二
十
番

筋
鞘
艶

昌

相

田

突
き
用
て
居
る
も
の
で
あ
る
0
歳
開
署
は
主
と
し
て
普
通
の
韻
雲
母
花
園
岩
で
菅
生
暦
は
接
廟
慶
賀
を
輿

へ
､
そ
の

繰
遊
郭
は
花
園
斑
岩
蔑
む
量
す
る
朗
が
あ
る
｡

滋
賀
丘
陵
の
主
機
を
を
す
洪
積
層
の
基
底
は
各
-
不
明
で
p
児
得
る
恨
み
は
於
て
は
下
郷
は
粘
土
を
主
と
す
る
櫛

比
粘
土
層
で
あ
る
.
閣
部
で
は
そ
の
上
郷
が
砂
塵
暦
は
移
化
し
て
居
る
｡
そ
の
上
枚
ほ
は
侵
蝕
面
を
へ
だ
て
で
普
門

砂
暦
と
呼
ぶ
細
砂
の
層
が
あ
ヵ
､
こ
れ
も
聞
方
は
伊
香
立
磯
暦
に
移
化
す
る
｡
即
ち
同
塵
の
形
式
の
虜
状
地
の
沈
積

が
二
回
行
ほ
れ
た
こ

と
を

不
し
て
居
る
｡
こ
れ
は
よ
っ
て
滋
賀
丘
陵
の
洪
積
層
聖

石

の
系
統
は
分
つ
rJ
と
は
沈
積

輪
廻
の
上
か
ら
極
め
て
白
熱
で
あ
る
と
侶
ず
る
｡

沖
積
続
は
段
丘
砂
塵
暦
､
崩
積
暦

(
山
庶
堆
積
暦
)
の
哲
沖
積
層
と
､
現
河
谷
並
は
湖
岸
堆
積
物
よ
み

成
る
新
沖

積
静
と
で
あ
る
｡
段
丘
砂
塵
暦
は
既
述
の
如
-

一
-
二
米
の
厚
さ
の
7品

は
過
ぎ
ず
'
灘
の
太
さ
屯
小
n
い
も
秒
で

あ
る
｡
崩
積
層
は
扇
状
地
堆
積
物
と
蔑
錐
と
を
含
み
'
rJ
の
両
者
の
慣
別
は
国
難
で
あ
る
.
比
良
山
麓
は
よ
-
凝
達

し
花
園
岩
の
互
塊
を
多
数
に
含
む
砂
擁
暦
で
あ
る
｡
厚

い
所
で
は

一
〇
〇
兼
近
-
ほ
達
す
る
ら
し

い
｡

洪
積
舵
の
暦
序
及
構
造

叫
.
舌
箆
琶
湖
統

前
記
の
節

一
の
沈
積
輪
廻
に
屈
す
る
宙
聾
琶
湖
沈
積
物
-む
せ
聾
琶
湖
旅
と
各
付
け
る
こ
と
に
す

る
｡
即
ち
此
盛
で
は
商
庄
粘
土
層
と
龍
輩
砂
灘
暦
を
合
し
た
も
の
で
あ
る
｡
甲
賀
郡
楽
部
の
鮎
土
層

(佐
山
暦
と
順

揮
す
る
)
･9
此
陀
属
す
る
｡

南
圧
縮
忠
暦

主
と
し
て
育
衣
色
の
粘
土
よ
～,h成
-
､
脊
旗
色
乃
至
黄
褐
色
の
泥
､骨
炭
色
倣
泥
､脊
炎
色
細
砂
､



第 - 衷
紫
斑
糊
孤;iガ
の
古
環
:.i比
湖
櫛

盟

ListofFossi一sfroththeMinamisy6Clay.
MolllユSCa

1 Lancec'1ariaoxyrhyncha(V.Hart.ens)

2 Uniodouglasiaenipponensisv.Martens

3 UniobiwaeKobelt

4 Unio?sp1

5 Invel･sidensbrandti(Kobelt)

6 InversidenshiTaSei(Haas)var･

7 Ⅰnversidensjapanensis(Lea)

8 Inversidensreiniana(Eobelt)

9 Cristariaplicat,aspatiosa(CleSsin)

10 Anodonta?Sp.

ll Corbic111a sp.

12 Semisulcospiralibertina(Gould)

13 Viviparus(Cipangopaludina)japonicus
(V.Martens)

14 V王viparus(Heterogen)long王BPira(Smith)

15 Vivipal･uS(Heterogcn)longispira(Smith)var･

16 Viviparussp.

Plants

1 Fa即SmicrocarpaMiki

2 FaguscrenataBlume

3 Fagus japonica?Maxim･

4 ZelkowiLSP.

5 TrapamacropodaMiki

6 Phragmitessp.

褐
色
乃
至
黄
褐
色
中
粗
砂
等
を
互
暦
的
ほ
炎
春
す
る
｡
上
部
は
近
-
二
枚
の
火
山
衣
(
膳
砂
)背
を
有
す
る
｡
何
れ
も

そ
の
際
ruは
山
0
1
二
〇
糎
で
断
潰
し
て
分
布
し
て
屠
る
｡
甫
庄
粘
土
層
は
其
の
基
底
h
L見
る
こ
と
が
出
凍
覆

い
馬

に
'
金
憶
の
厚
ruを
知
る
乙
と
は
出
来
を
い
が
､
恐
-

一
五
〇
米
以
上
に
達
す
る
だ
ら
う
と
恩
は
れ
る
｡
粘
土
､
泥
､

潜
泥
は
随
所
は
淡
水
只
及
植
物
化
石
を
産
す
る
が
､
そ
の
露
出
両
に
於
け
る
保
存
状
態
は
良
好
で
な
く
､道
路
工
事
驚



地

球

外

二
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各

節
四
雛

7
1冥

六

の
鳥
め
に
新
し
い
切
創
の
掘
ら
れ

て居
る
や
う
在
所
で
夜

5,と
容
易
に
良

い
標
本
は
獲
ら
れ
ぬ
｡
筆
者
が
採
集
し
同

定
し
得
た
化
石
名
を
筋

1
未
と
し
壬
不
す
｡
化
石
は
可
を
力
上
位
の
暦
準
に
多
-
､
特
に
シ
-
ブ
ト
ビ
ン

T
rapa

m
a
c
r
o
p
od
a
M
ik
i
は
下
部
火
山
友
昔
の
上
下
に
近
-

一
つ
.の
昔
を
夜
し
て
産
す
る
｡
主
を
る
化
石
産
地
に
つ
い
て

述
べ
れ
ば
'
筆
者
が
月
化
石
を
最
も
多
-
凍
集
し
碍
ね
の
は
産
地
香
焼

一
二
入
皮

一
二
七

(豊
的
よ
-
下
仰
木
に
至

る
道
路
が
天
細
川
を
渡
っ
て
す
iI
閏
の
崖
及
び
其
の
附
近
)
は
於
て
で
あ
っ
て
'
乙
れ
は
道
路
工
事
中
で
あ
っ
た
か

ら
特
に
良
好
の
標
本
を
多
-
得
た
の
で
あ
る
｡
此
虞
で
は
カ
ラ
ス
ガ
ヒ

Cristaria
ph
cata
spatiosa
(C
lessin
)

が
目
立
っ
て
多
-
､
ク
テ
ポ

シ
U
nio
biw
a
e
K
o
bett.
オ
ホ
タ
ニ
シ

V
iv
i.pa
ru
S(C
ipangop
a
tu
d
in
a)3.aponicus

(V
.
M
a
r

tens)が
此
ほ
次
ぐ
｡
(n
v
ersid
ens
の
良
好
を
藤
本
は
此
庭
だ
け
で
し
か
得
ら
れ
を
か
っ
た
｡
シ
リ
ブ
ト

ビ
ン
も

1
個
得
カ
が
此
鬼
で
は
他
の
産
地
と
違
っ
て
密
集
し
て
居
な
-
､

シ
リ
ビ
ト
ビ
シ
背
の

一
部
を
占
め
る
も
の

で
は
覆

い
ら
し
い
0

シ
リ
ブ
-
.'iJ
シ
辞
の
棲
式
的
露
出
地
は
伊
香
立
村
南
圧
の
北
方
異
野
川
の
支
流
に
臨
む
崖
(
一
六
五
)
及
仰
木
村
上

仰
木
の
南
方
(
六
三
)
'
和
適
材
栗
原
の
東
方
の
紺
屋
′

二
六
三
)
で
何
れ
も
密
集
し
て
度
し
殆
ん
ど
他
の
も
の
を
混
在

し
夜

5,0
(

猶
､
此
等
の
菱
の
賓
に
つ
い

て遠
藤
聾
士

は
現
生
の

T
rap
a
natans
i.
の
夢
種
と
さ
れ
カ
が
三
木
畢

士
は
此
を
新
種
と
認
め
ら
れ
上
記
の
名
を
典

へ
ら
わ
た
｡
乙
乙
で
は
三
木
氏
は
従
っ
て
僚
-
.)

南
圧
に
於
で
は
シ
タ
ブ
ー
ビ
シ
雅
の
直
ぐ
下
の
漉
膚
中
に
ナ
ガ
タ
ニ
シ

V
ivi
p
a
ru
S
(H
e
t
erogen)
1on
gi
s
pira

(sm
ith
)
の
可
誉

多
産
す
る
部
分
が
あ
る
｡

(
一
六
三
竺

六
四
Pr..i

雄
琴
村
千
野
の
北
方
'
雄
琴
川
の
支
流
ミ
ヤ
シ
ロ
谷
も
主
要
在
る
化
石
産
地
の

LL
で
あ
る
｡

(
1

1
0
､二
_1
､
二
八
)



此
度
は
は
ナ
ガ
タ
ニ

シ
が
多
-
､
二
i
よ
い
は

ヨ
シ
の
顛

p
h
ragmi
tes
sp
.
を
得
た
｡
又
二
〇
の
細
砂
中
よ
き
カ

ワ

ニ
ナ

S
em
sulcospira
)i
bertin
.a

(C
ould
)
を
得
た
乙
と

も
注
意
を
婁
す
る
｡

仰
木
村
下
仰
木
カ
ナ
田
の
谷
の
入
日
(
七
二
)
の
砂
暦
中
よ
カ
は
シ

ジ
ミ
の
頻

C
orbicula
sp
.
の
大
形
の
も
の
を

得
カ
が
'
保
存
不
良
に
し
て
種
名
は
洗
し
兼
ね

る
..

1
殻
は
南
庄
粘
土
層
よ
少
産
す
る
淡
水
月
化
石
は
､
化
石
化
作
用
の
程
度
は
相
皆
で
､
酸
化
城
等
の
為
は
カ
ヽ

-

と
金
属
性
の
昔
を
凝
す
る
も
の
も
あ
る
.
特
に
タ

ニ

シ
類
は
褐
幼
餌
に
浦

n
れ
て
居
る
も
の
が
多

い
｡
大
部
分
の

化

石
は
魔
力
の
馬
に
甚
し
-
鍵
形
n
れ
て
居

か
'
カ
ラ
ス
ガ
ヒ
の
如
き
は
'

1
見
サ
サ
ノ
,'l

L
an
ceolari
a
壱

恩
は
し

ひ
る
も
の
も
あ

わ
'
又
逆
に
殆
ん
ど
固
形
を
量
す
る
も
の
も
あ
る
.
月
化
石
の
内
に
は
外
観
上
現
生
の
も
の
と
多
少

異
っ
て
居
る
や
う
に
見
え
る
も
の
も
あ
る
が
､
穀
の
内
側
の
見
ら
れ
る
も
の
が
皆
無
在
の
と
､
歩
形
の
程
度
が
甚
七

い

為
に
確
な
rJ
と
は
云

へ
ぬ
｡
唯
､

1
舷
に
現
生
の
も
の
㌧よ
少
も
大
形
の
も
の
が
多

い
と
云
ふ
事
だ
け
埜

芯
S･得
る
｡

_ヽ

Ⅰn
versidens
brandti,
Inversid
ens
ja
panensis.
V
ivi.parus
jap
onicus
等
で
殊
に
そ
れ
が
明
瞭
で
あ
る

｡産

出
化
石
の
中
で

'
lnversidens
reiniana
と

V
ivi
p
a
ru
S
(H
e
t
e

rogen)t
o

rlgi
Sp
ira

の
二
つ
は
現
塵
が
茸
琶
湖

に
限
ら
れ
て
居
る
,.
横
山
先
生
は
嘗
て

V
ivi
.p
a
ru
s
ton
gi
sp
ira
は
つ
い
て

琵
琶
湖
の
藩
命
が
長

い
こ
と
と
‥
音

-
か
ら
固
有
を

フ
ォ
ー
ナ
を
有
し
て
居
た
乙
と
を
任
意

さ
れ
カ
｡
し
か
し
此
等
が
昔
か
ら
琵
琶
湖
に
限
ら
れ
て
居
た

も
の
か
､
或
は
嘗
て
は
79
つ
と
庚
-
分
布
し

て居
た
も
の
で
あ
る
か
は
今
後
の
調
査
を
要
す
る
.
黒
田
先
生
が
明
石

西
方
の
粘
土
申
よ
少
採
集

さ
れ
た
化
石
中
に

Inversidens
rein
ia
na
を
番
見

さ
れ
た
rJ
と
は
､
少
-
と
も
乙
の

疑
問
を
抱
か
せ
る
ほ
充
分
で
あ
る
｡
筆
者
は
舌
琵
琶
湖
搾
以
外
の
淡
水
洪
積
層
'～
特
に
奄
塾
爽
正
炭
層
の
月
化
石
が

減
唱
湖
西
方
の
古
琵
琶
湖
暦

三
宅

七



ム

i
･-

JH

↑-

一t

‥
iL
粥

雌

締
査
さ
れ
る
H
を
待
っ
て
居
る
｡

菱
以
外
の
鹿
物
化
石
は
保
存
不
良
の
も
の
が
各
地
よ
少

産
す
る
.
植
物
化
石
方
両
を
専
攻
r
u

れ
ね
方

が
よ

タ

丁

革

に
凝
索
､
採
集
n
れ
ね
を
ら
ば
'
そ
の
種
瓶
は
も
つ
と
増
す
こ
と
が
出
水
よ
う
｡

ナ
ク

マ
ツ
博
士
に
よ
っ
t

S

tegOdonin
sig
n
is
と

し
て
報
ぜ
ら
れ
'
絵
本
博
士
に
よ
っ
て
古

い
型
の
S
teg
od10n

oriqntalis
と
n
れ
ね
朗
謂
寵
骨
は
'
龍
雄
崖
と
云
は
れ
で
居
ね
が
此
企
博
士
は
よ
っ
イ
商
庄
屋
な
る
串
が
確
偽
ら

れ
ね
.0

(

五
〇
〇
)即
ち
商
庄
暦
の
上
部
'
火
山
次
昔
の
附
近
よ
-
出
た
も
の
豪
る
h
Jと
は
確
で
あ
る
ら
し
5,0

南
庄
粘
土
層
中
に
は
藍
銭
鋸
の
粒
を
含
む
rJ
と
が
多
-
'
月
叉
は
植
物
が
藍
蛾
釦
で
置
き
換
え
ら
れ
て
.居
る
も
の

庵
あ
9
..
現
在
の
党
琶
湖
底
で
79
藍
助
餅
の
生
成
が
行
は
れ
で
居
る
｡
婁
す
る
に
南
庄
粘
土
骨
は
生
物
的
は
旦
て
も

物
件
的
に
見
て
も
現
在
の
琵
琶
湖
と
大
差
を

い
状
態
の
下
で
沈
積
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
し
V
.hiJれ
が
｣
0
0
米

以
上
の
静
を
形
成
し
て
居
る
乙
と
は
'
或
る
時
期
ま
で
は
沈
積
と
共
に
沈
降
が
伴
っ
た
の
で
は
を
い
か
と
云
ふ
疑
を

抱
か
せ
る
｡
今
或
る
時
期
i
J去
っ
た
の
は
､
寵
輩
砂
磯
暦
の
沈
積
期
に
は
可
を
･JL
犠
-
在
っ
て
居
る
pJ
と
が
必
要
だ

か
も
で
あ
る
｡

,

龍
凄
砂
襟
屠

希
庄
粘
土
骨
最
上
部
の
異
相
で
あ
る
龍
輩
砂
磯
骨
は
昔
時
の
届
欺
地
叉
は
三
角
洲
の
堆
積
犀
で
あ

O
:V
.
主
と
.し
三

円
顔
色
の
砂
及
磯
J
ゎ
成
少
､
如

士
､
泥
等
を
爽
在
す
る
｡
本
暦
中
に
は
上
部
火
山
次
背
の

一
部

が
存
在
し
rt
下
前
華
の
和
親
州
の
河
壁
､
佐
川
の
谷
の
奥
'
南
圧
の
相
方
副
紳
牡
の
北
側
'
上

仰
木
北
方
田
所
紳
牡

の
酉
年
に
約

一
C
.瀬
内
外
の
好
む
我
し
て
躍
出
す
る
｡

･
砂
塵
管
は
下
能
楽
､
佐
川
の
谷
の
奥
､
向
在
地
南
方
の
谷

等
Cで
は
多
く
の
流
木
p
柑
揖
山
粗
)tl･.,含

み
o
佐
川
の
春
貴
び
向
基
地
南
方
で
は
特
に
著
し
-
､
所
謂
化
石
森
林
と
L
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紅
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昔
門
砂
暦

洪
積
世
の
堅

石

沈
積
系
統
に
属
す
㍗
[･･i:･･
予

h
鯨
;･･讃
暦
は
其
の
来
年
部
は
普
門
砂
暦
に
･L･6
-
､
叉

酉
年
部
は
伊
聾

皿
磯
衛
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
｡
伊
軍

∵

TTに
>(.1棺

麟
腎
に
封
す
る
踊
係
は
寵
華
砂
磯
暦
の
南
庄
粘

土
層
に
封
す
る
関
係
と
同
じ

く
､
普
門
砂
暦
よ
り
暦
序
的
に

稗
上
位
に
替
る
O

普
門
砂
暦
は
扇
状
地
の
湖
水
内
沈
積
厨
で
あ
っ
て
伊
香
立
村
大
谷
北
方
に
於
て
見
ら
れ
る
如
-
'
明
瞭
在
る
暦
坪

を

不
L
tL
磯
､
粘
土
､
泥
等
を
兼

む
｡
普
門
砂
暦
中
に
は
流
木
の
類
を
含
心
pJ
と
が
あ

る
が
'
月
化
石
､
植
物
化
石

の
良
好
を
も
の
は
採
集
し
稗
夜
か
つ
カ
｡
木
履
の
厚
n
は
最
も
厚

5,朗
で
三
C)米
位
で
閏
に
尖
滅
す
る
｡
普
門
秒
暦

と
そ
の
下
の
南
庄
粘
土
層
と
の
問
の
不
整
各
の
明
瞭
を
も
の
は
敬
見
し
符
夜
か
つ
カ
.

伊
春
立
旗
暦

此
は
虜
状
地
の
堆
積
物
'
即
ち
純
粋
の
河
成
沈
積
物
を
む
と
静
め
ら
れ
る
｡
藤

に
層
群
を

不
し
砂

及
粘
土
を
.爽
む
と
と
が
あ
る
が
､

一
般
に
は
暦
班
不
明
瞭
を
磯
厨
で
あ
る
.
磯
は
畳
に
於
で
は
古
生
骨
の
砂
岩
'
貫

岩
'
角
岩
､
ホ
ル
ン
フ

ェ
ル
ス
等
が
多

い
が
､
大
き
さ
に
於
で
は
花
樹
岩
が
著
し
い
｡
蓋
し
風
化
､
崩
壊
し
易
い
花

闘
岩
の
小
磯
は
多
-
崩
壊
し
て
花
闘
質
秒
と
夜
え

1
部
の
長
石
は
粘
土
と
夜
-1
)大
磯
町
みl
が
魂
n
れ
カ
も
の
で
は

あ
る
曾

5,か
O
破
骨
は

一
般
に
赤
褐
色
を
量
し
､
rJ
れ
に
ょ
つ
て
下
位
の
散
華
砂
塵
暦
と
分
ち
得
る
｡
赤
褐
色
を
鼻
す

る
の
は
沈
積
が
客
気
中
で
酸
化
作
用
を
受
け
つ
つ
行
は
れ
ね
か
ら
で
あ
ら
う
と
云
ふ
rJ
と
は
既
に
中
村
先
生
は
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
た
朗
で
あ
る
｡
伊
香
立
破
骨
は
最
も
厚
い
朗
で
は
七

-
八
〇
米
に
達
し
､
兼
に
普
門
砂
野
上
に
尖
滅
す

る
｡
伊
香
立
破
骨
と
龍
雄
相
磯
暦
と
の
問
の
不
整
合
は
佐
川
の
谷
の
奥
は
於
で
明
瞭
に
観
察
n
れ
る
｡龍
雄
砂
破
骨
中

斑
も
湖
西
方
の
古
雅
宅
湖
厨

二
男

九

rt
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の
上
部
火
山
次
郡
は
､
屡
々
不
整
各
帝
は
よ
っ
て
切
ら
れ
て
屠
る
｡

三
､
構

地租

本
地
方
の
洪
積
層
の
構
造
は
簡
単
で
あ
る
｡

1
枚
に
西
方
に
傾
斜
す
る
が
､
東
閣
方
向
を
刺
と
す
る
綬
起
伏
の
波

状
摺
曲
を
揮
っ
て
居
る
｡
協
賀
丘
陵
の
兼
端
に
於
で
は
､
粟
又
は
兼
園
兼
は
四
〇
乃
至
七
〇
度
傾
斜
L
t
丘
陵
の
東

端
が
断
層
崖
を
る
か
又
は
擁
曲
崖
在
る
か
堅
不
し
て
居
る
｡
此
を
豊
臣-
断
簡
(
或
は
擁
曲
)崖
と
呼
ぶ
｡
堅
田
断
層
は

ナガ
ラ

南
方
延
長
に
於

では
大
津

長

等

山
の
東
側
で
古
生
厚
地
を
切
身
北
二
五
度
兼
の
方
向
む
と
身
､
晴
々
江
若
政
道
は
沿

以
p
豊
田
町
附
近
で
大
き
-
弧
を
塞
き
方
向
を
南
北
に
準
じ
て
居
る
p
そ
の
北
方
延
長
が
何
虞
は
出
る
か
は
未
だ
明

か
で
夜
-
p
又
墜
旧
附
近
よ
多
方
向
を
慶
ぜ
ず
ほ
北
二

〇
-
二
五
度
兼
の
方
向
の
ま
ま
進
む
断
暦
と
'
堅
田
よ
タ
南

北
に
走
る
断
層
に
分
岐
す
る
79
の
か
も
知
れ
な

い
｡
若
し
然
卓
と
す
れ
ば
堅
田
断
層
の
北
方
延
長
は
山
崎
致
按
､
多

H
助
致
疫
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
ね
箸
狭
滞
南
方
の
新
暦
中
の
何
れ
か
は
連
薦
す
る
も
の
で
あ
ら
う
｡
衛
.
駄
積
層
中

に
は
堅
田
断
層
と
晴
々
平
行
在
る
断
簡
が
説
め
ら
れ
る
乙
と
は
地
質
図
は
見
ら
れ
る
加
-
で
あ
る
｡

-t-

着
電
琶
湖
銃
の
構
造
と
.
そ
れ
を
不
整
合

に
蔽
ふ
萄
崩
状
地
堆
積
暦
の
構
造
と
は
殆
ん
ど
同

一
で
'
所
謂
平
行
不

Itlソ

整
合
と
術
す
べ
翫
町
で
あ
る
｡
然
し
を
が
ら
そ
の
構
造
を
詳
細
に
見
る
時
0
台
琵
琶
湖
続
の
西
方
傾
斜
の
角
皮
､
或

は
東
鼎
に
於
け
る
堅
田
断
層
の
引
き
づ
少
の
角
度
'
或
は
東
関
方
向
の
波
状
摺
曲
の
軍
歴
等
は
､
育
扇
状
地
堆
積
暦

の
そ
れ
よ
れ
も
急
で
あ
っ
て
.
聾
者
は
育
琵
琶
湖
統
沈
積
中
も
或
は
沈
積
後
よ
-
伊
香
立
磯
暦
の
沈
積
後
迄
p
同

]

傾
向
の
他
動
か)行
以
鎮
け
た
で
は
在
い
か
と
皿
っ
て
居
る
｡

雅
磁
軸
西
方
の
古
鍔
琶
軸
好

孟

]

1

1



地

球

節
二
十
塔

鉾
田
嫌

忌
ニ

1こ

近
畿
地
方
の
他
の
洪
積
層
と
の
封
此

本
地
域
の
洪
帯
暦
の
糖
密
を
る
地
質
時
代
を
決
定
し
､
踊
兼
地
方
は
敷
け
る
海
成
洪
積
層
の
四
囲
分
は
封
此
せ
ん

と
す
る
金
は
､
今
の
所
で
は
甚
だ
困
難
な
仕
事
で
あ
っ
て
､
近
畿
地
方
の
淡
水
相
を
主
と
す
る
洪
積
層
の
頗
準
踊
年

尺
度
は
差
替
わ
観
光
地
方
の
も
の
と
は
鶴
立
は
作
ら
れ
ぬ
ば
を
る
ま
レ､
と
信
ず
る
｡

此
等
の
陸
戒
の
洪
積
暦
の
封
此
ほ
役
立
つ
化
石
と
し
て
政
も
寛
婁
孜
亀
の
は
晒
乳
動
物
化
石
で
あ
る
.
.
串
以
ほ
し

で
南
坑
暦
よ
少
も
常
で
S
teg
Od
on
or

i
e

ntalis
O
w
e
n
が
度
し
で
居
る
O
次
に
晒
乳
動
物
化
石
其
他
を
用
以
て
近
畿

地
方
各
地
の
洪
積
暦
と

の
.
今
の
新
政
も
プ
p
QJl
rrフ
ル
を
封
比
を
試
み
る
事
は
す
る
｡

詑
鞄
湖
南
寛
の
洪
積
層
と
の
関
係

湖
兼
及
湖
南
､
即
ち
犬
上
､
蒲
塵
'
甲
賀
諸
郡
に
は
音
響
琶
湖
既
は
贋
す
る
鮎

土
層
'
砂
暦
､激
層
が
あ
-
､
そ
の
上
は
不
整
各
は
時
に
恵
地
地
形
を
豊
す
る
砂
利
暦
､
即
ち
中
村
発
生
の
山
砂
利
瀞

が
の
っ
て
屠
る
｡
甲
賀
郡
東
部
の
宙
琵
琶
湖
紋
は
今
筆
瀞
が
調
査
中
で
あ
る
が
p
内
に
火
山
衣
背
が
あ
る
｡
之
は
恐

言
南
庄
暦
の
､
上
下
何
れ
か
の
火
山
灰
昔
〔何
れ
と
し
て
も
甚
だ
近
接
せ
る
暦
準
で
あ
る
)
は
相
静
す
る
も
の
で
あ
ら

う

｡
犬
上
郡
久
徳
は
於
で
塵
出
し
た

E
lep
h
a
s
tr
ogorltheri
P

ohlig
は
恐
-
台
茸
琶
湖
鋸
の
敢
上
部
よ
ろ
持
た

も
の
ら
し
-
.
然
カ
と
す
れ
ば
此
の
地
方
の
古
繋
琶
柾
は
滋
賀
丘
陵
の
そ
れ
よ
身
も
進
に
上
位
の
瀞
準
迄
有
し
互
居

る
事
は
在
る
｡
山
秒
利
暦
と
蕃
扇
状
地
堆
積
層
と
を
同
時
代
を
-
と
す
る
聴
衆
の
考

へ
ほ
は
今
の
所
何
等
矛
府
が
覆

い
Ⅷ
中
村
北
薫
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
.
小
樺
博
士
に
よ
っ
tJ敷
街
ruれ
た
洪
積
世
の
大
開
期
の
鎮
成
物
と
し
て
､
･近

敵
地
ガ
各
地
の
此
種
の
碗
厨
を
大
腰
に
於
で
同
時
と
考

へ
て
差
文

へ
覆
い
｡



伊
勢
の
奄
聾
層
と
の
関
係

小
川
博
士
は
よ
れ
ば
奄
事
厨
は
下
潮
よ
-,l
(
こ
磯
圏

(
二
〕砂
及
粘
土
'
凝
衣
岩
を

爽
み
並
淡
圏
を
有
す

(
二
f)
砂
及
粘
土
､
淡
水
月
化
石
を
含
む

(
四
)
砂
､
粘
土
及
砂
利

ス
ア
ブ
ド
ン
を
威
す
.

の
順
で
あ
る
と
云
ふ
｡
故
に
小
川
博
士
が

Ste
g
o
d
on
o
r
i

entatis
と
さ
れ
松
本
博
士
が

S
te
g
o
d
on
clifti
と
ru
れ
乃

ス
一7
ゴ
ド
ン
の
産
出
樹
準
は
淡
水
月
よ
わ
も
上
位
の
地
層
と
在
る
｡
S
te
g
o
d
o
n
clifti
は
絵
本
博
士
も
横
山
先
生
も

鮮
新
世
の
も
の
な
る
rJ
と
を
認
め
て
屠
ら
れ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
此
の
ス
テ
ゴ
ド
ン
の
産
出
履
準
が
展
は
奄
蛮
骨
の

敢
上
位
で
あ
る
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑
問
な
み
と
云
は
ざ
る
教
程
ぬ
｡
澱
近
此
の
地
方
を
調
査
中
の
塾
友
鈴
鹿
許
に
よ

っ
て

T
rap
a
帯
の
存
在
が
知
ら
れ
た
｡
此
等
の

T
rapa,V
iv
ip
a
rus等
を
含

む
粘
土
は
南
庄
暦
の
粘
土
よ
カ
も
を

の
森
粘
度
が
ず
っ
と
高
い
｡

恐
ら
-
奄
整
骨
は
甫
庄
暦
の
下
郷
及
そ
れ
よ
少
下
位
の
暦
準
を

ボ
す
も
の
で
あ
ら
う
0

山
城
地
舟
の
洪
積
層
と
の
関
係

山
城
盆
地
周
縁
の
洪
積
圏
は
砂
､
粘
土
'
砂
利
よ
カ
成
･JI
C
oTbic
uta
等
の
淡

水
只
､
植
物
化
石
を
含

む
'
下
の
系
統
と
そ
の
上
に
傾
斜
式
不
整
合
で
の
つ
て
屠
る
大
雨
期
の
砂
利
暦
か
ら
形
成
ru

れ
る
0
植
物
化
石
に
つ
い
て
は
敢
虹
､
三
水
撃
士
の
研
究
が
あ
ヵ
､
三
大
撃
士
は
植
物
化
石
に
よ
っ
‡

不
さ
れ
る
衆

棟
状
態
か
ら
此
を
舶
兼
地
方
の
長
沼
暦
に
対
比
さ
れ
た
｡
し
か
し
洪
積
世
は
於
で
も
町
を
-
の
窺
保
の
鼻
動
が
あ
っ

た
の
む
知
る
と

き
､
あ
れ
だ
け
の
デ
ー
タ
か
ら
此
む
長
沼
暦
に
封
此
す
る
革
は
稗
々
無
班
で
は
夜

い
か
と
恩
ふ
｡
三

水
壁
土
の
記
さ
れ
た
る
如
-
'
シ
-
ブ
ト
ビ
シ
昔
は
此
の
系
統
の
町
を
わ
上
位
は
布
す
る
｡
同
時
に
そ
れ
に
接
近
し

て

T
e11in
a
等
を
含
む
浅
海
性
の
梶
暦
が
存
す
る
｡
rJ
れ
は
先
山
ト
ン
ネ
ル
の

O
str
e
a

暦
と
典
は

1
回
の
捧
俊
の

あ
っ
た
事
を
嘉
し
て
屠
る
｡
著
し
も
乙
の
地
方
と
滋
賀
丘
陵
の

シ
リ
ブ
ト
.ri)
シ
瀞
が
大
建
に
同

1
の
暦
準
を
古
ひ
る

も
の
と
す
れ
ば
､
此
の
海
俊
邦
は
南
庄
暦
の
敢
後
期
に
近
-
慮
っ
た
も
の
と
云
以
縛
る
｡
飼
激
賀
丘
陵
に
放

ては
桃

灘

.･a
湖
田
方
の
古
環
:･tD
湖
伊

蔓

.1

t,
≡



地
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節

二
十
各

節
何
奴

孟

四

1
田

山
附
道
は
見
ら
れ
る
如
-
淡
水
成
層
後
と
砂
利
静
筏
の
二
回
地
殻
鼻
勤
が
秘
め
ら
れ
る
｡

蚤
艮
附
妃
の
洪
積
暦
と
の
関
係

横
山
先
生
の
砂
'
粘
土
暦
群
は
木
津
附
鑑
の
シ
リ

ブ

ト
ビ
シ

聯

(竹
山
学
士
に

よ
る
)
か
ら
大
股
に
於
て
南
庄
暦
と
封
此
し
符
｡
奈
良
坂
磯
瀞
は
従
雑
の
諸
家
の
云
は
れ
る
如
-
大
雨
期
の
も
の
を

る
TJ
と
が
寵
め
ら
れ
る
｡
砂
､
粘
土
暦
群
或
は
宙
期
洪
積
枕
の
下
位
は
存
す
る
横
山
先
生
の
地
獄
各
層
'
白
川
地
層

は
砂
'
粘
土
層
群
と
の
摘
係
は
明
瞭
で
は
な
い
が
奄
事
骨
と
同

.i
り
暦
準
と
児
で
寵
-
rJ
と
は
す
る
｡
二
上
山
附
近

の
ド
ン
ズ

リ
ポ

ー
暦
も
天
機
同
暦
準
の
も
の
ら
し

い
.

西
宮
､
紳
戸
､
明
石
地
方
の
洪
積
膚
と
の
関
係

上
治
助
数
接
は
よ
っ
て
報
告
n
れ
ね
閣
耳
管
櫨
園
附
走
の
洪
積

層
に
は

C
orb
ic
ula
cf.
san
d
ai
R
ein
h
a
rd
を
含
む
淡
水
鹿
骨
の
上
に
源
棲
月
化
石
を
含
む
粘
土
あ
わ
と
云
ふ
｡

rJ
の
梅
成
層
は
山
城
盆
地
の
海
成
層
は
封
此
さ
れ
'
延

い
て
は
商
庄
暦
の
火
山
凝
滞
附
近
の
暦
準
の
も
の
と
考

へ
ら

れ
る
｡
横
山
先
生
の
舞
子
の
果
僚
79
恐
ら
-
同

一
の
懸
軍
聖
不
す
も
の
で
あ
ら
う
｡
し
か
し
此
等
は
勿
論
'
海
俊
が

一
回
で
あ
っ
た
と
云
ふ
臓
定
の
下
に
於
で
で
あ
っ
て
p
且
又
現
在
迄
に
は
二
回
以
上
の
海
俊
を
寵
め
ぬ
ば
な
ら
拍
デ

ー
タ
は
磯
風
n
れ
て
居
を

い
｡

別
石
西
方
の
洪
積
層
は
附
近
の
海
中
よ
卓
屡
々
晒
乱
数
化
石
を
塵
す
る
の
で
有
名
で
あ
る
.
山
田
寮
氏
は
よ
れ
ば

下
部
の
砂
暦
よ
き
は

S
teg
odon
in
sig
n
is
T
al
c
,

&

C
a
u
t.
を
産
L
t
そ
の
上
は
火
山
次
が
あ
ヵ
著
し

い
不
盤
各

HLJ
へ
だ
て
で

E
le
phas
nam
ad
ic
usP
al
e
.
&

C
au
t.
を
含
む
散
骨
が
あ
る
｡
上
部
は
大
桶
動
機
暦
の
も
の
で
あ

き
､
下
部
は
南
庄
暦
の

S
teg
odon
or

i
e

ntatis
の
暦
準
は
近
さ
も
の
在
る
べ
L
と
考

へ
ら
れ
る
｡
最
近
永
韓
拳
士

は
大
久
保
村
固
八
木
及
明
石
海
峡
よ
-
E
laph
uru
sd
a
vid
ia
nu
s
M
it
ne･E
d
w
ard
s
の
産
出
む
報
ぜ
ら
れ
､
千
葉



嘱
梅
ケ
潮
の
四
不
像
と
同
時
代
な
ら
止
か
と
云
は
れ
ね
｡
し
か
し
聾
者
は
此
を
櫓
田
撃
士
の
梅
ケ
粥
暦
と
同
時
代
と

考

へ
る
乙
と
ほ
は
賛
成
し
難

S
｡
特
は
上
紙
の
湘
叉
暦
よ
-
之
に
近
似
せ
る
凹
不
像
属
の

一
種

E
lap
h
um
s
w
adai

K
ish
id
a
が
知
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら

一
考
を
要
す
る
｡

湖
月
内
海
底
の
象
化
石
床
に
封
し
て
は
嘗
て
小
樽
博
士
は
潮
月
内
層
群
在
る
名
む
用
以
ら
れ
た
｡
隼
者
は
胡
月
内

梅
の
化
石
床
は
多
-
の
暦
準

(p
d
よ
少

duL
は
わ
た
る
)
の
も
の
が
混
在
し
て
居
る
の
で
は
を

い
か
と
云
ふ
大
塚

撃
士
の
詮
に
賛
意
を
求
す
る
｡
そ
し
て
漸
月
内
層
群
と
呼
ば
れ
た
も
の
は
大
雅
に
於
で
育
轄
琶
湖
舵
と

一
致
す
る
が

E
12Ph
as
nam
adicus

setoensis
民
ak
iy
am
a
h
=3度
す
る
事
か
ら
見
る
と
有
望
琶
湖
統
よ
み
79
や
J
新
し

い
時
代

●

の
も
の
も
含
む
ら
し

い
○

小
浬
博
士
の
二
上
層
群
夜
rQ
7P
の
は
何
を
指
し
た
も
の
か
筆
者
に
は
確
改
革
は
わ
か
ら
恥

が
恐
-
瀬
戸
内
層
群
の
下
部
と
こ
上
層
群
の
上
部
は
多
少
蚤
複
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
.

以
上
述
べ
た
事
を
概
宿
し
て
見
る
と
窮
二
束
の
如
-
在
る
｡
之
を
要
す
る
に
近
畿
地
方
の
古
期
洪
積
層
と
し
て

1

宿
さ
れ
て
居
る
地
暦
は
鮮
新
低
の
溌
后
よ
カ
洪
積
世
の
中
頃
過
攻
で
の
時
代
を
含

む
も
の
で
あ
っ
て
p
そ
の
間
に

山

回
の
浸
蝕
及
地
顔
鍵
動
期
が
存
す
る
JO
N
の
授
蝕
期
後
の
大
雨
期
の
磯
暦
は
大
磯
輔
尭
地
方
の
成
田
暦
に
対
比
貰
れ
.

大
塚
学
士
の

d
ul
横
山
先
生
の

N
a
ri
tian
stage
に
属
す
る
｡
下
位
の
育
諾
琶
湖
続
を
含
む
系
統
中
に
鮮
新
世
と

洪
積
世
を
分
つ
明
瞭
を
不
整
各

は
未
だ
認
め
ら
れ
ぬ
.
成
瀬
撃
士
は
蒲
生
郡
地
方
の
含
霞
炭
層
と
､
淡
水
月
を
含
む

粘
土
層
と
の
問
は
不
整
各
が
あ
る
と
云
は
れ
る
が
.
此
は
局
部
的
の
も
の
で
は
夜

い
か
と
恩
ふ
｡
聾
者
は
甲
賀
郡
大

尉
は
就
て
佐
山
暦
の
下
部
は
亜
炭
暦
の
春
存
す
る
の
を
知
つ
ね
｡
此
の
附
近
ほ
於
で
は
大
雨
期
の
破
骨
は
佐
山
暦
の

構
造
と
は
仝
-
無
闘
係
に
鮎
川
第
三
紀
層
と
佐
山
暦
と
の
断
履
上
ほ
の
つ
で
屠
る
｡

一
方
奄
蛮
骨
と
古
饗
琶
湖
舵
と

茄
琶
湖
畔
方
の
甘
斑
.g
湖
将

志

紀

1
五
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hJ

の
構
造
上
の
特
徴
は
頗
る
よ
-
似
て
居
て
､
そ
の
間
は
大
き
を
不
盤
合
の
如

き
も
の
は
考

へ
は
-

い
0
即
ち
筆
者
は

S
a
sa
g
e
an
Stag
e
の
上
部
か
ら

.S
em
a
tia
n
S
t
ag
e
の
中
部
は
至
る
迄
'
各
地
は
局
部
的
の
歩
動
は
あ

っ
ね
ら
う

が
(

近
畿
各
階
と
し
て
は

1
連
の
地
質
系
統
を
沈

積
し
カ
の
好
と
考

へ
た

い
｡
即
ち
近
畿
地
方
に
は
朗
束
に
於
け
る

如
き
､
長
沼
骨
上
或
は
粧
竜
骨
上
の
鮮
新
洪
積
を
分
ち
得
る
や
う
夜
不
盤
合
は
夜
-
､
矢
部
教
授
'
背
大
助
敢
綾
が

常
で
提
唱
さ
れ
た
敷
島
枕
の
基
底
の
不
基
合
即
ち
長
招
.､
三
浦
爾
層
間
の
不
生
食

に
相
皆
す
る
も
の
が
著
し

い
と
云

ふ
蔀
に
老
身
'
此
の
意
味
に
於
で
敷
島
統
在
る
語
を
近
畿
地
方
の
洪
積
層
に
勤
し
で
用
ふ
る
の
も

t
法
で
あ

ると
恩

ふ
｡
要
す
る
に
近
畿
地
方
の
洪
積
層
在
る
言
其
の
内
に
は
'
最
上
部
鮮
新
銃
が
含
ま
れ
て
居
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
｡

狛
'
大
雨
期
の
磯
暦
後
に
は
中
村
先
生
が
新
期
洪
積
層
と

n
れ
ね
段
丘
磯
暦
が
存
在
す
る
か
ら
近
畿
洪
積
層
は
三

つ
の
大
区
分
に
分
ち
得
る
乙
と
は
在
る
｡

滋
賀
丘
陵
の
洪
積
世
地
史
=

結
倫

州
螺
掛

凧
跡垂
平
煤
覇
形
成
後
､
敷
島
埜

刑
の
地
殻
鼻
動
は
よ
っ
て
,
由
良
叫

･抑
制
州
執
項
鋸
酎
割

勘

じ
､

此
秒
地
方
の
山
の
配
置
等
の
地
貌
の
大
勢
は
出
凍
上
¢
其
の
沈
降
地
帯
を
る
近
江
盆
地
に
は
頗
大
な
る
宙
琵
琶
湖
が

出
現
し
だ
0
此
の
地
域
は
次
第
に
沈
降
を
漬
け
'
現
在
の
琵
琶
湖
と
大
差
を

い
深
n
の
状
況
の
下
で
商
庄
骨
の
沈
積

か
行
は
れ
た
0
か
ゝ
る
沈
積
を
続
け
て
行
-
内
に
'
大
塚
撃
士
の

p
d
-
dt,r
の
地
殻
鼻
動
に
よ
っ
.tJ
堅
田
断
層
の

活
動
か
開
始
さ
れ
た
｡･
此
頃
の
堅
田
断
層
は
横
山
先
生
が
生
駒
山
脈
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
た
如
-
､
.iG
期
岩
中
ほ
て

は
断
層
の
形
式
で
現
れ
'
南
庄
暦
申
ほ
て
は
堺
在
る
境
地
と
し

て成
長
し
8
79
の
か
も
知
れ
恋

い
L
t
且
､
其
の
棟

托
琶
湖
四
方
の
古
雅
琶
湖
厚

志
七

]
七



地

球

節
二
十
巻

節
拭
娩

二
芳

一
八

ほ
考

へ
ね
方
が
よ
き

ニ

ブ

ル
で
は
夜

い
か
と
思
は
れ
る
｡
二

万
此
の
堅
田
断
層
の
活
動
は
,
滋
賀
丘
陵
地
塊
の

隆
起
遊
動
と
在
上

古
琵
琶
湖
洗
上
部
の

一
異
相
な
る
龍
雄
秒
磯
暦
の
古
扇
状
地
を
生
じ
た
｡
此
の
せ
扇
状
地
の
沈

積
申
或
は
共
役
に
於
で
比
叡
山
断
腎
座
下
の
断
層
練
に
S:L
ひ
､
所
に
よ
っ
て
は

D
av
is
の
新
潮
眉
状
断
層
崖
(E
ye
･

brow
scarp)
の
如

き
79
の
の
形
成
が
あ
っ
た
ら
し
-
､

上
仰
木
北
方
に
見
ら
れ
る
如
-
､

龍
輩
砂
塵
層
中
に
急

斜
部
を
生
じ
た
.
斯
-
し
て
隆
起
し
た
協
賀
丘
陵
の
東
面
は
古
E
琶
湖
舵
の
堆
構
面
と
し
て
現
は
れ
'
そ
の
克
郎
が

例
刺
さ
れ
た
結
果
浸
蝕
面
を
生
じ
た
｡
pJ
の
面
は
大
健
lこ
於
て
大
塚
学
士
の

D
u
h
何
と

一
致
す
る
も
の
ら
し
い
｡

d
tII
後
の
沈
降
及
菊
候
の
大
慶
化
に
件
以
大

門
砂
層
の
沈
積
が
行
ほ
れ
た
｡
そ
し
で
古
琵

の
磯
暦
･在
る
伊
香
立
磯
暦
及
び
そ
の
湖
水
中
の
三
角
洲
瀞
在
る
普

面
上
に
庚
大
在
る
扇
状
地
及
三
角
洲
を
生
じ
た
0.｡
此
の
間
に
も
滋

賀
丘
陵
の
西
方
傾
動
及
堅
田
断
層
の
活
動
が
続
け
ら
れ
､
普
門
砂
暦
の
部
分
は
地
動
が
隆
起
的
で
あ
っ
た
為
に
伊
香

立
磯
暦
と
の
按
胸
部
に
於
て
は
磯
暦
は
砂
暦
上
ほ
の
っ
て
居
る
が
如
き
観
を
量
し
､

一
方
蘭
牛
部
は
そ
の
隆
起
大
覆

ら
ず
'
却
っ
て
沈
降
の
形
式
を
と
っ
た
馬
に
伊
香
立
磯
暦
は
著
し
-
厚
-
堆
積
す
る
に
至
っ
た
｡
此
頃
よ
少
堅
田
断

層
は
擁
曲
の
形
式
よ
か
断
層
の
形
式
に
移
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
恩
は
れ
る
0

か
く
し
て
生
じ
た
扇
状
地
軒
は
信
柴

地
方
の
山
砂
利
層
の
堆
積
河
や
'
山
城
盆
地
の
砂
利
暦
の
堆
積
両
の
如
-
近
畿
地
方
に
庶
-
分
布
し
た
｡--此
の
陸
両

は
剛
尭
地
方
の
大
塚
聾
士
の

I)u
-
両
､
田
山
率
土
の
M
両
､
横
山
先
生
の
節
三
段
丘
帝
は
相
普
す
る
79
1の
と
考

へ

ら
れ
も
す
る
｡

中
村
先
生
の
新
期
洪
轄
静
､
大
塚
学
士
の

d
uiI
に
屠
す
る
段
丘
破
骨
の
明
瞭
在
る
も
の
は
此
附
妃
に
は
存
在
し

在

い
｡
し
か
し
伊
香
立
村
向
准
地
放
生
津
附
近
の
扇
状
地
棟
の
両
の

t
部
は
或
は
漸
減
洪
鵜
野
の
両
で
あ
る
か
も
知



れ
な
い
が
そ
の
筒
別
は
内
灘
で
あ
る
0

現
世
に
入
っ
て
途
中
東
方
や
此
良
基
茂
の
現
属
状
地
及
崖
錐
の
埋
蔵
と
現
在
の
譜

河

流
の
河
岸
段
丘
の
形
成
が
行

は
れ
た
｡
扇
状
地
の
表
面
は
所
は
よ
っ
て
町
な
少
閑
折
の
帯
皮
が
具
わ
､
更
に
地
形
的
に
時
代
置
分
が
柑
凍
る
か
も

知
れ
覆

い
｡
段
丘
両
は
和
越
川
､
異
野
川
､

天
和
川
､
雄
琴
川
の
沿
岸
に
認
め
ら
れ
'
段
丘
磯
暦
は
薄
-

一
般
に

は
岩
石
段
丘
と
云
つ
ね
方
が
よ
-
､
磁
賀
丘
陵
の
澱
近
の
地
動
も
'
大
健
隆
起
で
あ
う
､
特
に
そ
の
分
布
が
下
流
部

に
限
ら
れ
て
居
る
こ
と
か
ら
'
現
世
の
地
動
の
傾
向
も
洪
積
世
に
於
け
る
と
同
様
に
西
方
傾
動
で
あ
る
薪
を
知
ら
得

る
○

-′~ヽ ー
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九
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一
九
三
〇
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一
九
二
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一
九
三

一

(t
S
)

一
九
二
二
二

球

妨
二
十
蒋

妨
四
雛

三
言

二
〇

梶
山
次
郎

化
石
吐
物

岩
披
誹
排

出
物
嬰

横
山
次
郎

奈
政
市
ガ
の
節
≡
紀
府

地
球

締

一
五
容

大
塚
湖
之
肋

筋
四
松

山村
政
紙
座

地
折
壁

三
水
茂

山
城
銀
地
周
遊
に
於
け
る
眺
和
暦
の
継
物
化
石

末
称
僻
見
鎖
名
勝
天
熊
記
念
物
鞠
基
軸
常

勝

l
四
冊

参

照
地
圃

五
郎
分
･二

東
都
光
北
部

北
小
松

二
珊
五
千
分
ノ

一

度
E
t
茸
沖
､
大
原
'
流
布
災
北
部

及
び
こ
祐
介
ノ
1

大
原
､
伊
香

立
村
.
和
過
村

海
底
に
滑
-
あ
る
場
合
の
此
垂
海
流
を
論
じ
て

土

ク

マ
ン
氏
此
垂
海
流
論
の
誤
謬
に
及
ぶ

野

稀

隆

治

従
衆
の
俳
論
海
洋
聾
は
殆
人
ど
全
部

｢
海
底
に
は
海
水
流
動
な
し
｣

と
の
順
走
上
に
立
つ
も
･の
で
あ
る
が
tL
触
し

(1)

(2
)

私
は
そ
が
球
審
で
は
蛮
骨
を
ら
ざ
る
rJ
と
を
拙
著
吹
送
海
流
論
及
び
傾
斜
海
流
論
に
於
で
論
じ

｢
海
底
に
滑
･elあ
る

場
合
｣
の
解
答
を
79
典

へ
カ
｡
同
じ
意
味
で
比
重
海
流
に
就
さ
て
も
私
は
党

さ
に
僚
表
し
乃
｢海
底
流
動
夜
や
場
合
｣

(3
)

の
論
文
に
加
ふ
る
ほ
､
新
た
誓

海
底
に
S
tip
あ
る
場
合
｣
の
解
答
せ
作
っ
た

の
で
､
苗
に
其
の
大
要
を
略
述
す
る
次

弟
で
あ
る
｡
尤
も
吹
送
流
及
び
傾
斜
流
に
は
触
れ
ず
に
只
此
重
源
流
の
み
に
綱
し
敢
て
本
誌
を
煩
は
す
の
は
t.
そ
れ

丈
け
の
理
由
が
あ
る
の
で
あ
る
0
と

云
人
の
は
､

K
ru
m
m
et
其
他

7
枚
の
海
洋
畢
藩
ーこ
車
載
さ
れ
庚
-
世
上
に
知


